


歌舞伎と市村座略年表

慶長

寛永

江
戸
に
お
け
る
歌
舞
伎
と
劇
場

1

歌
舞
伎
・
劇
場
の
は
じ
め

江
戸
に
、
本
格
的
な
歌
舞
伎
劇
場
が
、
は
じ
め
て
登
場
し
た
の

は
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
創
建
さ
れ
た
猿
若
座
（
後
の
中
村

座
）
で
あ
る
。
市
村
座
の
前
身
で
あ
る
村
山
座
は
こ
れ
に
十
年
遅

れ
て
生
ま
れ
た
。
さ
ら
に
寛
、
水
十
九
年
（

一
六
回
二
）
に
は
山
村
座
、

万
治
三
年
二
六
六
O
）
に
は
森
田
座
（
後
の
守
田
座
、
明
治
以
降

は
新
富
座
）
が
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
て
い
る
。
こ
れ
が
当
初
の
江
戸

四
座
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
山
村
座
は
正
徳
四
年
二
七
一
四
）
の

い
わ
ゆ
る
「
絵
島
・
生
島
事
件
」
で
廃
座
と
な
っ
た
た
め
、
残
る
三

座
が
江
戸
時
代
を
通
じて
航
却し
、
歌
舞
伎
の
華
や
か
な
時
代
を

現
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
歌
舞
伎
の
鴨
矢
は
、
出雲
の
阿
国
が
京
都
で
始
め
た

念
仏
踊
り
と
さ
れ
て
い
る
。
豊
臣
か
ら
徳
川
に
政
権
が
移
行
す
る

混
乱
の
時
代
で
あ
っ
た
。
阿
国
歌
舞
伎
は
一
世
を
風
麗
し
、
こ
れ

を
真
似
る
者
も
数
多
く
出
た
が
、
間
も
な
く
風
俗
を
乱
す
と
い
う

理
由
で
、
女
性
の
演
じ
る
歌
舞
伎
は
す
べ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
代
わ
っ
て
美
少
年
達
が
演
じ
る
若
衆
歌
舞
伎
が
流
行
し
た

が
、
こ
れ
も
同
じ
理
由
で
禁
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
前
髪
を
切
っ

た
男
達
だ
け
で
演
じ
る
’
と
い
う
世
界
で
も
ま
れ
な
演
劇

｜
｜

野
郎

歌
舞
伎
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

折
し
も
幕
藩
体
制
は
揺
監
の
時
期
を
脱
し
、
歌
舞
伎
に
対
し
て

も
厳
し
い
i
姿
勢
を
打
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。その
最
も
明

確
な
も
の
は
、
興
行
権
の
官
許
制
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
に

お
い
て
は
、
山
村
座
の
廃
座
以
降
、
一
二座
以
外
の
興
行
は
原
則
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

慌
に
象
徴
さ
れ
る
興
行
権

は
、
中
村
、
市
村
、
森
田
の
各
個
人
に
与
え
ら
れ
、
こ
れ
は
世
襲

き
れ
、
こ
れ

ら
の
各
座
が
休
座
す
る
時
に
限
っ
て
、
償
問
と
称
す

る
控
え
の
座
が
興
行
を
許
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は

、

享
保
十

一年
（
一
七
二
六
）
以
降
は
特
に
厳
守
さ
れ
、
さ
ら
に
控
楠

に
し
て
も
そ
の
数
は
限
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
興
行
地
の
指
定

せ
り
ふ

や
劇
場
の
規
模
、
あ
る
い
は
台
詞
に
い
た
る
ま
で
厳
し
い
条
件
の

も

t

に
江
戸
の
歌
舞
伎
は
演
じ
ら
れ
た。

し
か
し
、
歌
舞
伎
見
物
は
以
戸
の
町
人
た
ち
の
数
少
な
い
楽
し

た
村
山
家
の

一
人
、
村
山

・

久
三
郎
が
、
江一

創
建
し
た
。

こ
れ
が
三
行
年
と
レ
う
わ
が
国
で
最
も
長
命
を
保つ

・

堺
町
に
村
山
庄
を

市
村
陀
の
は
じ
め
で
あ
る。

お
や
ま

村
山
左
近
が
は
じ
め
て
K
形
を
泌
じ
る
な
ど
し
て
人
気
を
集
め
た

本

が
、
彼
の
没
後
間
も
な
く
同
庄
の三
代
目
に
あ
た
る
市
村
宇
左
衛

B
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日
々
、

ふ
／
パ
M
珂
－F
h

米
三
郎
の
時
代
に

族
の

川
が
、
名
称
を
市
村
座
と
変
え
、
相
の
権
利
も
そ
の
学
中
に
帰
す

と
こ
ろ
と
な

っ
た
。

市
村
陀
の
名
が
帰
る
ぎ
な
い
も
の
に
なっ
た
の
は
、

問
代
目
市

村
竹
之
必
の
時
代
二
ハ
六
三
j

一
六
七
九
）
で
あ
る。

こ
の
時

一

日
に
複
数
の
場
を
泌
じ
る
「
続
き
托一
言問
」
が
市
村
座
で
始
め
ら
れ
て

い
る
。

そ
れ
ま
で
の
歌
舞
伎
は一
日

一

場
の
「
欣
れ
托＝

一
一
円
」
し
か
出

じ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
、
「
続
き
托ι一

一口
」
の
登
場
は当
時
に
あ
っ
て

日
を
み
は
ら
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
引
幕
や
大
道
具
も
、
こ
の
時
代
の
市
村
座
、
て
は
じ
め
て
刑

い
ら
れ
、

世
に
市
村
圧
を
「
大
芝
居
」
と
称
し
た

t

い
う
。

竹
之
丞

は
府
く
し
て
引
退
す
る

、

が
、
そ
の
革
新
的
な
姿
勢
は
永
く
市
村
座

の
伝
統
t

な

っ
た
。

た
と
え
ば
、
江
戸
の
劇
場t
し
て
は
は
じ
め

て
姐
り
舞
台
を
ぷ
目
前
一
す
る
な

E
、

組
ん
で
い
く
の
で
あ
る

。

舞
台
の
改
良
に
積
極
的
に
取
り

し
か
し
、
十
八
肘
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
は
、

このころ京都て何回歌舞伎おこる

中村勘三郎が江戸中橋広小路l斗蓑若座（後の

中村座）を創設

2 ( 1625) 若衆歌舞伎おこる

9 ( 1632) 中村座中橋よリ禰宜町へ移る

10 (1633) 芝居に三味線入る

11 ( 1634）・村山又三郎が江戸堺町に村山座（後の市村座）

を創設

17 ( 1640) 女優および男女優混合歌舞伎の禁止

19 ( 1642) 江戸木挽町に山村座創設

．このころ女形はじまる（村山左近）

2 ( 1645) 宮地芝居おこる

3 ( 1646) 脚本に実人名を使用すること禁止、 中村座に

桟敷ができる

観客席取締｛桟敷幕・廃風の禁止）

このころ中村座堺町吋多る

j}＼応 元（ 1652）・甫村字左衛門が村山座を市村座と改める

若衆歌舞伎の装止

野郎歌舞伎勃興する

8 ( 1603) 

元（1624) 

2 ( 1649) 

日月麿 江戸に大火、堺町焼失、二れ以後劇場建築士也

被は堺町・主革屋町・木挽町に限られる

3 ( 1660) 森田勧弥、木挽町に森田座（後の守回座）を創設

4 (1664 ） ・市村座て続き狂言はじまる（ 51幕の創胎）

8 (1668) 舞台にお萱がつく（河原崎座）

元（1673) 初世市川団十郎、 荒事を開〈（隈取のはじめ）

6 ( 1678) 初世坂田藤＋郎、和事を確立

3 ( 1690）・鳥居清元市村座に絵看板を掲げ好評を得る

2 ( 1653) 

3 (1657) 

万ごム
，ロ

寛文

延宝

元禄

正f呆

慶安

女
歌
舞
伎
と
若
衆
歌
舞
伎
の
時
代

劇
的
胎
生
期

み
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
町
人
文
化
の
中
心
的
存
在
で
さ
え
あ
っ
た
。

人
々
は
、
朝
早
く
か
ら
酒
肴
が
運
び
こ
ま
れ
た
座
席
で
歌
舞
伎
見

物
を
満
喫
し
た
。
町
人
達
の
こ
の
エ
、
不
ル
ギ
ー
が
歌
舞
伎
を
支
え
、

厳
し
い
枠
の
中
で
の
発
達
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

2

歌
舞
伎
劇
場
の
発
達

「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の
華
」
と
い
わ
れ
る
が
、
た

し
か
に

江
戸

は
火
事
の
多
い
都
市
で
あ
っ
た
。
江
戸
市
中
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
き

尽
く
し
て
し
ま

っ
た
明
暦
の
大
火
の
よ
う
な
大
火
事
を
は
じ
め
、

火
事
は
年
中
お
き
て
い
た。

そ
し
て
劇
場
も
こ
の
難
を
逃
れ
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
火
事
で
焼
失
し
た
こt
に
よ
り
、

再
建
の
際
に
新
し
い
工
夫
を
伴
っ
た
劇
場
が
登
場
す
る
と
い
う
一

面
は
あ
っ
た
ろ
う
。
劇
場
は
そ
の
都
度
改
良
を
重
ね
、
完
成
に
近

づ
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

歌
舞
伎
の
劇
場
と
い
っ
て
も
、
元
禄
期
ご
ろ
ま
で
は
能
舞
台
に

準
じ
た
舞
台
が
あ
る
だ
け
で
、
両
翼
の
桟
敷
席
に
は
屋
根
が
か
か

L

う
せ
ん

つ
て
い
た
も
の
の
、
土
聞
に
は
屋
根
が
な
く
、
毛
艶
な
ど
の
敷
物

を
敷
い
て
観
劇
す
る
と
い
っ
た
簡
単
な
も
の
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

雨
の
日
は
興
行
が
中
止
さ
れ
た
。
舞
台
と
観
客
席
（
桟
敷
）
が
、
別

別
の
建
物
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

お
お

こ
れ
が
十
七
世
紀
後
半
か
ら
土
問
に
も
覆
い
が
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
れ
も
建
屋
根
程
度
の
簡
単
な
も
の

い
た
市
ぜ

A

か
い
し
き

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
板
葺
き
に
な
り
、
そ
し
て
全
蓋
式
と
な
る
の

は
享
保
年
間
（
一
七
二
ハj

一
七
三
六
）
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い。

こ
の
全
葦
式
の
大
屋
根
が
か
か
るこ
と
に
よ
り
、
歌
舞
伎
劇
場
は

は
じ
め
て
舞
台
、
観
客
席
等
、
劇
場
と
し
て
の
す
べ
て
の
機
能
を

有
す
る
ひ
と
つ
の
建
物
に
な
っ
た
と
い
え
る

。

こ
こ
に
外
郭
と
し

て
は
一
応
の
完
成
を
み
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
後
、
屋
根
を
支
え
る
支
柱
が
土
聞
か
ら
撤
去
さ
れ
たり
、

桟
敷
が
改
良
さ
れ
る
な
ど
、
主
に
内
部
に
つ
い
て
改
良
、
が
加
え
ら

れ
て
ゆ
く
。

そ
し
て
、
舞
台
に
つ
い
て
も
廻
り
舞
台
の
登
場
なE

新
し
い
試
み
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
定
着
し
、
文
化
・
文
政
期
ご
ろ

ま
で
に
劇
場
の
様
式
は
、
お
お
よ
そ
整
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る。

市
村
座
来
歴

寛
永
十

一年
（
一
六
三
四
）
、
京
都
の
役
者
と
し
て
著
名
で
あ
っ

市
村
市
町
に
とっ
て
附
（
行
的
に
は
苦
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
当
た
り
外

れ
が
大
き
く
、
し
か
も
「
千
両
役
者
」
な
ど
t

称
さ
れ
る
よ
う
に
高

給
を
役
者
仁
支
払
う
た
め
、
役
者
は
大
り
座
元
は
や
せ
る
と
い
う

状
況
に
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
興
行
が
で
き
な
く
な
り
、
控
棉
の
桐

匝
な
ど
に
興
行
権
を
譲
渡
す
る
よ
う
な
事
態
も
何
度
か
あっ
た
。

文
政
四
年
ご
八
二
ご
、
十
二
代
日
が
名
跡
を
継
い
で
い
る
が
、

こ
の
時
市
村
座
の
仙
川
市
が
十
七
万
両
余
り
あっ
た
と
い
う
か
ら

舞
台
の
事
や
か
さ
に
比
べ
、
劇
場
経営
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た

よ
う
て
あ
る

。

十
二
代
目
の
時
代
、
市
村
座
は
ま
た
活
況
を
口

く
の
ψ
lた
り
を
と
り
、
ま
た

一止
－

し
て
い
る

。

多

で
は
は
じ
め
て
先
立
峨
を
立
て
る

な
ど
市
村
座
の
名
は
高
ま
っ
た
。

こ
の
、
」
ろ

天
保
の
改
革
に
よ

り
欣
排
伎
は
廃
絶
の
危
機
に
あ
う
が
江
戸
三
原
の
座
元
や
当
時

の
町
奉
行
、
遠
山
左
衛
門
尉
景
元
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
猿
若
町

よ
う
や
く
難
を
逃
れ
て
い
る。

以
後
が
い

わ
ゆ
る
「
猿
省三
座
」
の
時
岱
て
あ
り
、

に
移
転
す
る
こ
と
で

こ
の
ま
ま
明
治
ま
い
て
続
く

こ
？
と
に
な
る
。

市
村
座
は
や
が
て
明
治二
十
五
年
（

一
八
九
二
）
に下
谷
二
長
町

に
移
転
す
る
が
、
歌
舞
伎
界
の一
方
の
雄
と
し
て
、
昭
和
七
年
（一

に
焼
失
し
て
絶
え
る
ま
で
存
続
し
た
の
で
あ
る。

九
三
二
）

高土間の創設

江戸大火、芝居町焼ける

芝居田T焼ける、天保の改革により江戸三座は

浅草猿若町へ移転を命じられる

役者の身分明確に（河原乞食にあらず）

絵島生島事件により山村座廃絶・芝居は昼奥

行に限ると厳命

江戸三座とも金差式となる

このころより才白董を演技の場として用いる

3 ( 1753) 並木正三、大坂大西芝居でセりを使用

8 ( 1758) 並木正三、大坂角の芝居で廻り舞台を使用

9 ( 1759) 竹田治蔵、 スッポンを考案（大西座）

元（ 1772）・土問に仕切舛（市村座）、仮芯蓋できる

このころ道具幕使用され始める

勘亭流書体おこる

羅漢台発生する

かんてらによるフットライト設けられる

このころ紋看板はじまる

田楽返し考案される

芝居町、猿若町へ移り初興行

大士出雲により三座焼失

亀甲梁の工夫なされる

2 ( 1802) 

6 ( 1809) 

12 ( 1841) 

13 ( 1842) 

2 ( 1855) 

3 ( 1856) 

元（1789) 

4 ( 1707) 

4 ( 1714) 

9 (1724) 

8 (1779) 

元（1781) 

4 ( 1784) 

安永

天明

寛政

和
化
保

享
文
天

一』 一、

道： 1J<.

正徳

享保

宝暦

発
展
期

内
容
多
様
化
時
代

燭
熟
期

5 

前ページ一一一一市村座場内図

記録によると文化4年（ 1807) 5月

中村富十郎二十三回忌追善興行が市村座でとり行われている。

その際の演目のひとつ

「京鹿子娘道成寺」が，貴じられている場内の模織を

鳥居派宗家九代目鳥居せつ子氏が、大林組の復元想定図をもとに再現した。＊市村字左衛門一一現在（;j: 羽左衛門

安政

明治

昭和

新富座再建、洋風劇場様式の移入、 ガス灯の

使用はじまる、櫓の廃止

22 (1889) 東京歌舞伎座開j暴

25 (1892）・市村座下谷二割nこ移る

39 (1906) 大劇場でも、どんちょう使用され始める

7 ( 1932）・市村度境失以後再興されず

) 
の
乙

ヲ
’nku 

- ( 
p
h
d
 

明
治
以
降

6 



復
元
図
作
成
ま
で
の
ス
テ
ッ
プ

1

文
化
・
文
政
期
の
市
村
座

問
屋
が
軒
を
連
ね
、
車
が
行
き
交
う
現
在
の
日
本
橋
芳
町
か
い

わ
い
に
、
か

つ
て
こ
の
地
に
あ
っ
た
と
い
う
、
江
戸
町
人
文
化
の

粋
を
集
め
た
歌
舞
伎
街
の
面影
を
求
め
る
こ
と
は
も
は
や
で
き
な

い
。
し

か
し
、
こ
こ
が
葺
屋
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
江戸
時
代
、
今

は
な
い
市
村
座
の
櫓
が
辺
り
を
附跡し
、
江
戸
市
中
。
て
最
も華や

か
な
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
た。
葺
屋
町
は
、
ま
さ
に
歌
舞
伎
の

代
名
詞
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
は
わ
が
国
の
歴
史
を
通
じ
て
最
も
尉劇

が
盛
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
。

な
か
で
も

江
戸
の
文
化
が
隆
盛
を
き

わ
め
た

文
化
・
文
政
期
（

一
八
O
四
l

一
八
二
九
）
は
、
歌舞
伎
に

つ
い
て
も

ひ
と
つ
の
項
点
を
極
め
た
時
期
で
あ
る
と
い
われ
る
。

名
優

、

名
作
者
を
輩
出
し
、
台

詞
や
踊
り
は
も
ち
ろ
ん

、
舞
台
機

構
の
す
み
ず
み
ま
で
が
一
応
の
完
成
を
み
、
欄
熟
し
た
舞
台
が
く

り
広
げ
ら
れ
た
。
市
村
座
は
、
い
わ
ば
そ
の
典
型
で
あった
。

我
々
は
、
こ
う
し
た
歌
舞
伎
・
劇
場
史
を
ふ
ま
え
、
文
化
・
文

政
期
の
市
村
座
の
復
元
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
、

江
戸

時
代
の
華
や
か
な
文
化
遺
産
の
復
元
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
t

に

よ
り
、
建
築
と
文
化
の
ふ
れ
あ
い
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
と
考
え
た

。

2

資
料
蒐
集

歌
舞
伎
の
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
。

し
か
し
、
歌舞
伎
劇
場
と
な

る
と
資
料
も
こ
れ
ま
で
の
研
究
例
も
多
い
と
は
言
え
な
い
。

そ
こ
で
、
調
査
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
早
稲
田
大学
演
劇
博
物
館

を
は
じ
め
、
歌
舞
伎
お
よ
び
劇
場
建
築
史
の
専
門
家
に
指

導
を
仰

ぎ
、

ま
た
大
谷
記
念
図
書
館
、
国
立
劇
場
資
料
室
、
都
立
京
橋
図

書
館
郷
土
資
料
室
、
歌
舞
伎
座
等
か
ら
該
当
す
る
資
料
を
蒐
集
す

る
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た

。

そ

の
結
果
、
建
築
を
含
め
て
当
時

L

ば
い
さ
ん
も
一
勺
づ

の
歌
舞
伎
の
内
容
を
伝
え
る
「
戯
場
訓蒙
図
葉
」
（享
和
三
年
式
亭

三
馬
）
、
式亭
三
馬
が
参
考
に
し
た
と
い
う
「
和
献
ヨ
部酢
絵
」
（
寛

政
三
年
朋

誠
堂
喜
三
二
て
さ
ら
に
「
除
材
仇野
町
刑
判
鑑
」
（享
和

三
年
筆
竹
旦
）
、
江
戸
芝
居
の
様
子
を
後
世
に
残
す
た
め
に
喜

か
れ
た
「
大
江戸
芝
居
年
中

行
事
」
（
明
治三
十
年
安
達
吟
光
）

、

し
は
い
か
く
や
づ
え

上
方
芝
居
と
の
違
い
を
知
る
た
め
の
「
戯
場
楽
屋
図
会
」
（
究
政
十

三
年
松
好
粛
半
兵
衛
）
な
ど
の
資
料
を
得
る
こ
t

が
で
き
た
。

け
し
よ
ね
ん
可

4

ま
た
、
写
本
と
し
て
現
代
に
残
さ
れ
て
い
る
「
戯
場
年
表
」
も
貴

重
な
資
料
と
な
っ
た
。

当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
劇
場
建
築
史
を
学

ぶ
上
で
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
二
大
名
著
「
日
本
劇
場
史
」
（
大
正

十
四
年
後
藤
慶

二
）、

「
日
本
劇
場
史
の
研
究
」
（
昭
和
三
十
二
年

須
田
敦
夫
）
も
参
4
4dに
し
た
。

錦
絵
は

、

当
時
の
劇
場
風
俗
を
知
る
た
め
に
不
可
欠
の
資
料
で

は
あ
る
が
、
細
部
の
考
証
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
正
確
を
期
し
難

い
の
で

、

き
わ
め
て
慎
重
な
配
慮
の
も
と
に
参
考
と
す
るこ
と
に

J

3

E
O
 

-
-
JI 

3

現
存
す
る
地
方
の
劇
場
の
調
査

次
に
、
江
戸
時
代
の
劇
場
形
態
に
近
い
も
の
を
実
際
に
見
ると

い
う
観
点
か
ら
、
現
在地
方
に
残
さ
れ
て
い
る
古
い
劇
場
を
調
査

し
て
ま
わ
っ
た
。
印
お
座、
航
即
座
、
明
治
座
、
間
臨
座
（
以
上

岐
阜
県
）
、
出
船
座

（愛
知
県
・
明
治
村
）、
銀
対
座
（
香
川
県

）
、宇
和

和
劇
場
（
福
岡
県
）
、
八
千
代
座
（熊
本
県
）
な
ど
が
、
そ
の
対
象
と

な
っ
た
。

こ

れ
ら
の
劇
場
は
、す
で
に
改
造
さ
れ
て

い
た
り

、

規
模
が
小

き
す
ぎ
る
と
い
う

こ

と
は
あ
っ
た
が

、

市
村
座
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く

り
に
ま
大
い
に
役
立
っ
た
。
特
に
金
丸
座
は
、
天
保
期
（文
化
・

文
政
期
の
直
後
）
に
建
設
さ
れ
た
も
の
を
復
元
し

て
い
る
だ
け
に

か
な
り
参
考
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

考
察
と

復
元
図
作
成

こ
こ

に

一
枚
の
絵
図
が
あ
る。
「
戯
場
訓
蒙
図
葉L
に
描
か
れ
た

「
旬
撒
釘
酢

」で
あ
る
。

こ
の
絵
図
は
、
舞
台
・客
席
・楽
屋
等
を

一
つ
の
同
の
中
に
割
り
付
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
相
対
的
規
模と
位
置

関
係
を
表
わ
し
て
お
り
、
我
々
は
こ

れ
を
手
が
か
り
に
、
当
時
の

芝
居
小
屋
（歌
舞
伎
劇
場
）
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
探

る

こ

と
が
で
き
る
。

芝
居
小
屋
の
部
分
に
つ
い
て
の
絵
図
は
多
く
残
さ
れ
て

い
る

が
、

小
屋
全
体
に
つ
い
て

描
か
れ
た
も
の
は
、こ
の
「
勾
欄
全
図」
と
「羽

勘
三
台
図
絵
」
の
中
に
あ
る

も
の
以
外

、

見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

ま
し
て
や
図
面
ら
し

き
も
の
は
全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
。

芝
居
小

尾
は
、
そ

の
建
物
の
性
格
上
、
町
方
の
棟
梁
が
請
け
負
い

、

工
事

い
た
す

は
彼
ら
の
慣
習
に
よ
り
板
図
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

た
め
、
後
世

に
残
り
に
く
か
っ
た
の
だ
ろう
。

こ

の
点
、
城
郭
、
寺
院
等
、
が
幕

府
の
お
か
か
え
棟
梁
に
よ
って
造
ら
れ

、

紙
仁
描
か
れ
た
図
面
が

残
っ
て

い
る
の
t

は
対
照
的
で
あ
る

。

「

戯
場
訓
蒙
図
葉
」
の
初
版
は
享
和
三
年
二
八
O
三
一）で
あ
り
、

翌
年
は
文
化
元
年
で
あ
る。
し
た

が
っ
て
、
文
化
・
文
政
期
の
市

村
座
も
、
は
ば
「
勾
欄
全
図」
の
通
り
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
で
き

る
。

我
々
の
復
元
計
画
は
、
こ

の
絵
図
を
出
発
点
と
し
て

進
め
る

ヲ
』
1
ζ

に
し
た
。

勾棚全図（；二うらんせ’んづ）一一享和 3 年 （ 1803 ） 式亭三馬が当時の歌舞伎の内容を錨いた「戯

場訓型車図 ll J （ しばいきんもうづい） の中にある絵図。 歌舞伎の舞台 ・ 客席・楽屋等をひ と

つの円の中 に割 りつけ、 それぞれの相対的規模と位置関係をあらわしてい る 。

7 

＊葺屋町一一市村座は、はじめ堺町にあったが堺町は後に上堺町・下堺町に分がれた。

市村座のあった上堺町はさらに葺屋町と称されるようになった。

8 
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1

規
模

「
勾
欄
全
図
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
当
時
の
市
村
座
は
、
建
物
と

し
て
、
ど
の
く
ら
い
の
大
き
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

規
模
に
つ
い
て
の
記
述
は
史
料
に
た
び
た
び
現
わ
れ
て
い
る
が
、

度
重
な
る
火
災
に
よ
っ
て
建
て
替
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
お
お
む
ね

同
規
一
模
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

。

こ
れ
は
、
幕
府
の
規
制
が
厳

し
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
茶
屋
に
固
ま
れ
た
敷
地
で
は
拡
張
が
不
可

能
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

「
戯
場
年
表
」
文
化
六
年
正
月
の
項
に
「
市
村

座
、
関
口
十
二
関

士
二
・
八
二
灯
）
奥
行
き
二
十
一
間
（
三
八
・
一
八
口
）
棟
高
二
丈

九
尺
五
寸
（
八
・
九
四
灯
）
」
‘
と
あ
る
。
文
化
六
年
正
月
元
日
の
大

火
で
市
村
、
中
村
両
座
が
類
焼
し
た
際
、
北
町
奉
行
所
が
座
元
を

呼
び
出
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
普
請
家
作
の
図
書
を
提
出
さ
せ
た
と

き
の
記
録
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
時
の
再
建
許
可
条
件
と
し
て
、

屋
根
お
よ
び
外
砕
・デ
乞
防
火
構
造
と
するこ
と

、

ま
た
棟
高
が
一
般

の
町
家
よ
り
古
川
い
の
は
大
火
の
原
因
に
な
る
と
し
て
一
女
（
三

・

O
三
れ
）
は
ど
低
く
す
る
こ
と
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
棟

高
制
限
に
よ
り
、
土
間
部
分
を

一棟
の
屋
根
。
て
葺
く
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
以
後
は
五
棟
の
鋸
歯
状
屋
根
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

我
々
は
、
「
勾
欄
全
図
」
と
「
戯
場
年
表
」
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、
復

元
の
年
代
を
文
化
六
年
類
焼
以
前
と
設
定
、
復
元
図
作
成
の
た
め

の
牟
・
療
を
進
め
た
。

2

舞
台
お
よ
び
舞
台
ま
わ
り

舞
台
の
大
き
き
は
、
建
物
規
模
が
ほ
ぼ
等
し
く
、
江
戸
末
期
の

舞
台
形
態
が
そ
の
ま
ま
復
元
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
金
毘
羅
大

芝
ほ
（
金
九
座
）
を
参
与
に
、
間
口
七
間
二二
・
七
三
υ
川
）
奥
行
丘

問
（
九
・O
九
灯
）
と
し
た。
舞
台
前
部
は
客
席
に
張
り
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
史
料
に
よ
る
と
市
村
座
は
、
克
政
九
年
（一
七
九
七
）
破
風

を
撤
去
し
て
い
る。

し
た
が
っ
て
当
初
舞
台
の
上
に
あ
っ
た
大
臣

柱
・
見
附
住
は
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と

舞
台
左
右
に
移
っ
て
い
る
。

－
暢
子
座
・
浄
瑠
璃
座
舞
台
上
手
に
蜘
f

出
（
下
時
）
を
設
け
、

そ
の
上
部
を
浄
瑠
璃
座t
し
て
、
存
席
に
向
か
っ
て
目
か
く
し
の

船
艇
を
立
て
た
。
一
説
に
噺
了
庄
は
す
で
に
下
手
に
あ
っ
たt
も

い
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
の
よ
う
に
同
定
的
な
座
で
は
な

3

楽
屋

楽
尾
は
劇
場
裏
予
の
楽
屋
新
道
に
而
し
、三
階
造
り
で
あ
る。

し
か
し
、
幕
府
が
三
階
建
を
禁
じ
て
い
た
た
め
、
二

、

三
階
を
そ

れ
ぞ
れ
巾
二
附
、
本
二
階
と
称
し
て
い
た
ら
し
い
。

現
在
で
も
名

題
ド
以
下
の
女
形
を
「
中
二
階
さ
ん
」
と
呼
ぶ
の
は
、
そ
の
名
伐
り

で
あ
ろ
う
。

規
模
は
、
山
地
物
全
体
と
の
附
係
お
よ
び
「
戯
場
訓
蒙

図
宋
L

等
の
絵
図
に
よ
り
、
奥
行
三
間
（
約
i
・
四
灯
）
と
し
た
。

内
部
の
間
取
り
は
「
勾
欄
全
図
」
お
よ
び
い
く
つ
か
の
絵
図
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
推
定
し
た
。

建
物
に
向
か
っ
て
左
側
仁
楽
屋
日
を
設

け
、
こ
こ
に
見
張
場
で
あ
る
「
日
番
」
を
置
い
た

。

こ
れ
よ
り
奥
に

「
風
呂
」
、
若
衆
す
な
わ
ち
下
立
役
の
溜
り
場
で
あ
る
「
稲
荷
町
」

、

さ
ら
仁
醗
子
方
の
「
脱
子
町
」
t

続
く
。
そ
の
奥
、
二
階
へ
の
階
段

脇
に
、
楽
同

一
切
を
取
り
し
き
る
頭
取
が
す
わ
る
「
頭
取
座
へ
そ

の

一隅
の
三
畳
は
ど
の
と
こ
ろ
に
作
者
の
詰
め
る
「
作
者
部
屋
」
を

設
け
、

一
番
奥
を
「
衣
裳
蔵
」
と
し
た
。

二
、

三
階
は
役
者
部
屋
で
あ
る
が
「
戯
場
訓
蒙
図
葉
」
に
「
す
べ

て
楽
屋
の
こ
と
は
芝
居
に
て
は
な
は
だ
秘
す
るこ
t

な
れ
ば
、
あ

な
が
ち
い
う
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
役
者
部
属
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
た
史
料
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い

。

我
々
は
「
日

本
劇
場
史
」
を
参
考
に
次
の
よ
う
に
推
定
し
た。

二
階
は
す
べ
て
女
形
の
部
屋
て
、
E
K
腕
、二
、

三
枚
目
女
形

の
小
部
屋
と
、
女
形
総
部
屋
お
よ
び
床
山
を
置
い
た。

ま
た

三
階

に
は
齢
眠
、
必
館
、

二
、

＝
反
目
立
役
の
小
部
屋
と
、
惣
斡
台
に

も
快
わ
れ
る
総
部
屋
お
よ
び
床
山
を
設
け
た

。

4 

客
席

客
席
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
桟
敷
席
の
数
と
し
て
記
録

さ
れ
て
い
る
。

天
明
四
年
（

一
七
八
四
）
町
奉
行
の
「
市
村
・

中
村
両

座
見
分
控
帳
」
に
「
東
桟
敷
上
十
八
・
ド
十
八
、
西
桟
敷
上
十
八
・

下
十
五
」
と
あ
る。

天
明
年
聞
と
敷
地
が
同
じ
で
あ
ること
、

史

料
よ
り
建
物
規
模
も
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
文
化
期
の
桟

敷
数
も
同
数
と
推
定
し
た。

当
時
の
錦
絵
を
見
る1
ζ
、
下
桟
敷
三
つ
毎
仁
屋
根
を
支
え
る
柱

寺
島
梓
』
S
A－
－q

が
あ
り
、
下
桟
敷
の
間
仕
切
り
と
、
限
権
と
呼
ば
れ
る
土
問
の
仕

切
り
は

一
致
し
て
レ
る
こ
と
、
ま
た
、
「
日
本
劇
場
史
」
の
桝
席
幅

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

11 

－
吉
野
（
通
天
）舞
台
下
手
は
役
者
の
出
入
口
お
よ
び
小
道
具
置

場
と
し
た
。
ま
た
舞
台
下
手
部
分
に
も
客
席
が
あ
っ
た

。

こ
こ
は

大
入
の
際
の
立
見
席
で
あ
り
二
層
に
な
っ
て
い
て
、
下
は
羅
漢
台
、

上
は
吉
野
あ
る
い
は
通
天
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
の
様
子
は
錦
絵

な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る

。

－
舞
台
上
部

舞
台
上
部
約
五
・

五
日
の
位
置
に
、
ブ
ド
ウ
棚
と

呼
ば
れ
る
青
竹
を
組
ん
だ
ス
ノコ
を
設
け
た
。
「
戯
場
訓
蒙
図
案L

に
は
、
裏
方
が
こ
こ
に
上
り
、
吊
物
を
仕
掛
け
た
り
、雪
を
降
ら

せ
た
り
し
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る。

－
廻
り
舞
台

舞
台
を
円
形
に
切
り
、
回
転
で
き
る
仕
掛
け
の
廻

り
舞
台
を
設
け
た
。

廻
り
舞
台
は
宝
暦
八
年
ご
七
五
八
）
、
西
洋

に
さ
き
が
け
て
並
木
正
三
が
大
阪
で
用
い
た
の
が
、
そ
の
は
じ
め

で
あ
る
。
江
戸
で
は
市
村
座
、
が
最
初
に
こ

れ
を
採
用
し
た
。
ま
た

せ

廻
り
舞
台
の
中
に
さ
ら
に
迫
り
出
し
を
設
け
た
。

－
奈
落

奈
落
は
、
舞
台
、
花
道
の
床
下
で
、
廻
り
舞
台
や
迫
り

出
し
の
考
案
に
よ
り
、
舞
台
下
を
深
く
す
る
必
要
か
ら
生
ま
れ
た。

「
戯
場
訓
蒙
図
葉
」
や
「
戯
場
楽
屋
図
会

」
に
は
、
人
力
で
廻
り
舞
台

や
迫
り
を
動
か
し
て
い
る
奈
落
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

－
花
道

舞
台
下
手
に
花
道
、
上
手
に
仮
花
道
を
設
り
た
。
花
道

が
舞
台
の
一
部
t

し
て
演
技
の
場
仁
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
享
保
年
間
の
こ
と
で
あ
る
。
我
々
の
復
元
で
は
花
道
を
斜

お
く

ム

め
に
設
け
た
が
、
そ
れ
は
「
勾
欄
全
図
」
の
花
道
両
側
に
「
大
首
」
と

あ
る
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
文
化
後
期
の
錦
絵
で
は
花
道
は
舞
台

に
直
角
で
あ
り
、
当
時
は
斜
め
か
ら
直
角
へ
の
移
行
時
期
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
花
道
七
・

一
二の
位
置
に
ス
ッ
ポ
ン
（
小
迫
り
）

が
あ
り
、
主
と
し
て
妖
怪
・
妖
術
使
い
な
ど
、
正
常
で
は
な
い
も

の
の
出
に
用
い
ら
れ
る
。

－
鳥
居
天
明
年
間
（

一
七
八

一
1
一
七
八
八
）
の
史
料
に
よ
る
と
、

あ
巾
主
〈

花
道
へ
の
出
、
揚幕
が
あ
る

鳥
屋
の
位
置
は
、
西
下
桟
敷
奥
に
あ

り
、
花
道
は
鳥
屋
の
前
で
折
れ
て
い
た
。
し
か
し
演
出
上
不
自
然

で
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
勾
欄
全
図
」
に
あ
る
よ
う
に
向
正
面
に
花

道
の
出
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
鳥
屋
へ
は
、
舞
台・
花
道
下
を

通
る
道
が
あ
る
。
「
戯
場
楽
屋
図
会
」
に
、
役
者
は
桟
敷
後
ろ
の
通

路
を
通
っ
て
花
道
へ
行
っ
た
が
、
早
替
り
の
と
き
は
花
道
の
下
を

通
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る。

四
・

六
尺
（

一
・

四
O
灯
）
奥
行
四
尺
（一
・

二
一
灯
）t

い
う
記
述

を
参
妥
己
、
我
々
は
こ
の
柱
間
隔
を
十二
尺
（一
一了
六
四
川
）
と
推

定
し
た
。
客
席
の
奥
行
は
桟
敷
部
分
で
十二関
士
二

・
八
二
口
）

と
な
り
、
こ
れ
は
建
物
全
体
の
規
模
か
ら
も
適
当
t

考
え
ら
れ
る
。

な
お
十
八
の
桟
敷
の
う
ち
三
つ
は
舞
台
に
く
い
込
ん
で
お
り
、
こ

の
部
分
は
幕
が
引
か
れ
る
と
そ
の
内
側
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
桟

敷
席
の
奥
行
は
後
ろ
の
通
路
と
あ
わ
せ
て
九
代
（
二
・
七
三
灯
）と

し
、
建
物
幅
が
十
二
間
切
で
あ
る
こt

か
ら
残
り
九
間
（
十
六・一
二
六

υ
川
）
を
桝
席
の
土
聞
と
し
た
。

－
桝
席

桝
席
は
安
永
元
年
二
七
七
二
）
、
市
村
座
が
新
築
の
際
、

づ
前

回
尺
五
寸
（

一
・

一二
六
い
じ
七
人
詰
の
仕
切
桝
を
土
間
の
一
部
に
新

設
し
た
の
が
始
ま
り
’
と
い
わ
れ
る
が
、
文
化
年
間
に
は
、
斜
め
の

花
道
両
側
に
割
残
っ
た
「
大
首
」
と
客
席
後
部
の
追
込
場
を
残
し
て
、

土
聞
の
ほ
と
ん
ど
が
桝
席
に
な
っ
て
い
た
。
当
初
七
人
詰
で
あ
っ

た
桝
は
年
々
小
き
く
な
り
、
当
時
は
せ
い
ぜ
い
五
人
詰
程
度
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
桝
の
大
き
さ
は
「
日
本
劇
場
史
」
を
参
考
に
凹

尺
六
寸
×
四
尺
（一
・
四
O
μ
×
一
・

二
一μ
）と
し
た
。

桝
は
舞

し
さ
い
さ

台
に
直
角
に
固
定
さ
れ
た
敷
居
木
と
、
こ
れ
に
直
交
す
る
取
り
は

ず
し
可
能
な
限
棒
と
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
限
棒

を
は
ず
し
二
桝
続
き
で
使
用
し
た。

－
桟
敷
席

一
階
桟
敷
の
前
面に
は

二
本
の
横
格
子
を
設
け
た
。

そ
の
形
が
鶏
龍
に
似
て
い
る
’
と
い
う
の
で
、
こ
の
席
を
「
鶏
」
と
も

い
っ
た
。
二
階
桟
敷
は
上
等
席
、
て
、
ほ
と
ん
E

茶
屋
に
よ
っ
て
買

い
占
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
前
部
に
は
墓
股
の
張
り
出
し
を
、

上
部
に
は
前
時
代
の
名
残
り
で
あ
る
庇
を

つ
け
た
。
張
り
出
し
に

酒
や
肴
を
置
き
、
庇
に
茶
屋
の
ち
ょ
う
ち
ん
を
さ
げ
た
当
時
の
様

子
を
錦
絵
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

向
正
面
は
「
勾
欄
全
図L
J
T手が
か
り
に
、

の
な
い
追
込
場
と
し
た
。
ま
た
二
階
は
「
一
一
九
時
」
、
あ
る
い
は

舟
」
と
呼
ば
れ
る
向
桟
敷
で
あ
る
。
「
日
本
劇
場
史
」
を
参
考
に
前
・

中
・

後
三
列
の
桝
席
と
し
、
そ
の
後
ろ
は
、
役
者
の
姿
は
見
え
て

も
声
は
聞
き
t

り
仁
く
い
こ
と
か
ら
俗
に
「
つ
ん
ぼ
桟
敷
」
と
い
わ

れ
た
追
込
場
t

し
た
。
こ
の
向
正
面
は

一幕
見
の
安
い
席
で
あ
る

が
、
こ
こ
は
ま
た
芝
居
通
の
席
で
も
あ
っ
た
。

－
向
正
面

階
「は
号 I ~ 桝

－
奥
場
・
高
場

こ
れ
ら
客
席
の
中
に
、
見
物
人
を
取
り
し
き
る

役
の
詰
所
が
あ
っ
た
。
史
料
よ
り
、一
階
土
間
両
側
仁
桝
の
割
当

12 



て
役
で
あ
る
「
奥
場
」、

追
込
場
の

一
角
、

一段
高
い
所
に
見
物

人
を
改

よ ・ め
し ・ る
ず・ J
tb 措】

長 F
つ を
？こ 意
。 け

Tこ

天
井
は
小
屋
梁
の
上
仁
丸
竹
を

組
み
、

こ

の
天
井
に
「
天
紋
」
と
い
う
ち
ょ

う

ち

ん
を
吊
し
た
。

5

入
口
ま
わ
り

表
側
は
、
建
物
全
体
の
規
模
よ
り

、

一部
追
込
場
を
含
ん
で
奥

行
三
間
（五
・

四
五
山
）
？
と
したが
、
こ
こ

は
ち
ょ

う
ど

二
階
大
向

の
下
に
あ
た
る
。

入
口
ま
わ
り

の
よ
う
す
は
、
史
料
の
絵
図
や
錦
絵
等
に
よ
り
お

お
む
ね
知
る
こ
と
が
で
き

る

。
桟
敷入
口
は

左
右
の
端
に

ニ
ヵ
所

、

そ

の
奥
に

二
階
へ
上
る

階
段
を
設
け
た

。
左
桟
敷
入
口
に
接
し
て

見
物
料
一
切
の
会
計
を
行
う
「

住
切
除」を
、
ま
た

、

土
間
入
口
の

木
戸
は
右
桟
敷
入
口
横お
よ
び
仕
切
場
の
少
し
内
寄
り
に

ニ
ヵ
所

設
け
た
。
木
戸
、
仕
切
場
の
外
に
は
縁
台
が山
さ

れ
、

こ
こ
で
木

戸
銭
を
取
っ
た
り
呼
込
み
が
行
わ
れ
た
。木
戸
を
入
っ
て
す
「
一

問

・

j
H
川
）幅
の
土
聞
を
設
け
、
他
は
板
張
り
と
し
て
、

に
か
せ
ん

一
角
に中
銭
を
と

る
「
中
木
戸」を
置
い
た
。

と
的
な

に
「
留
場
」
を
、

そ
の

そ

の
他
「
鳥
屋
」
近
く

西
崎
敷
奥
に
菓4」
・

茶
な
r
e
T
売
る
「
内茶
屋
」
を

設
け
た
。
留
場
の
役
割
に
つ
い
て「日
本
劇
場
史
」に
は

「
見
物
の

；

た
て
し
の

乱
入
を
防
ぎ
、
ま
た
立
物
の
役
者
楽
屋
よ
り
花
道
揚
幕
に
ま

わ
る

時
、
こ

れ
に
付
添
い
て
通
路
の
人
を
押し
開
く
：
；
：
」と
あ
る
。

－
下
足
・
便
所

~I 

H寺

お
お
か
た
の
見
物
人
は
茶
屋
よ
り
く
り

出
し
、
便
所
も
、
主
に
茶
屋
の
も
の
を
利
回
し
た
ら
し
い

。

劇
場
に

そ
う
せ
勺
ら

λ

は
小
規
模
な
総
主
隠
が
あ
っ
た
程
度
と
忠
わ
れ
る
。ま
た
、

足

は
各
自
が
存
席
へ
持
ち
込
ん
だ
の
で
、ド
足
場

F

足
釆
聞
は
な
か

っ
た
と
忠
わ
れ
る。

6

構
造

F
3
ト
下
4
、

l

・

町
人
の
下
。
て
造
ら
れ
た
控
物
と
し
て
は
、
江
戸
に
お
い

て
最
も
大
き
な
娃
物Jで
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

特
に
土
問
を
覆

う
大
峰
山
仙
の
染
問
は
ん
間
二
六・
一
ニム
ハ
灯
）
と
い
う
大
き
さ
で
あ

る
。

ザ
ー ｝『
十
川
小g
士
’
と
ゴ
フ
小
」
次
円
、

.,JJI

--

4 

ま
た
、
た
び
た
び
火
災
に
あ
っ
て

も
す
ヤ
川
山
位
さ
れ
た
と
い
う
状
況
を
与
え
る
と
、
下
問
や
金
を
十

分
に
か
け
る
宅
」
？
と
は
不
叶
能
だ
っ
た
ろ
う
し
、その
よ
う
な
条
件

の
も
と
で
は
大
変
な
仁
悦
4で
あ
っ
た
t
m
uわ
れ
る
。

法
令
』
・
K

パ
・K
J

（

－
L
ハ
ト
レド
川）、

一
回
似
の
勾
配
をU
W作
き
で
あ
る

こ
と
か
ら

日
以
低
問
寸
勾
配
と
し
て
も－

に
大
九
パ
（
約．

ぐ
ら
い
は
必
要
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
奉
行
所
へ
山
し
た
J

法
は
い
い
ぷ

向
き
の
も
の
で
、
実
際
に
は
そ
れ
よ
り
向
か
っ

た
の
で
は
な
い
だ

ろ
ト
フ
か。

7

劇
場
外
部

ぷ
側
の
ぷ
り
は
「
戯
場
訓
家
図
徒
」
や
錦
絵
か
ら

知
る
－
』t

が
で

き
る

。

史
料
に
よ
れ
ば
、
ル
け
が
附
は
芋
川
昨
年
間
か
ら
叫

主
、

た
め
も
皆
、
片
山
泣
と
す
る
こ
と
？
と
規
制
し
て
い
た
が
、

防
火
の

来
際
に

は
い
求
側
の
以
似
の
み

．

i
作
き
い
て、

上
川
上
部
は
州
立
き
と
し
、
外

山
川
じ
も
ぷ
側
－
－

附
の
み
を
海
臥
怪
と
し
、
他
は

．

卜
け
ん
に
似
必
り
で
あ
っ

た
t

い
う
。

焼
失
後
一
一ガ
ハ
を
経
ず
し
て
次
の
興
行
を
行
っ
た
こ

t

も
あ

っ
た
と
い
う
か
ら
、
か
な
り
の
安
汗
的
だ
っ
た
よ
う
だ
。

九と
」我

に々
よの
り似
科i j乙
桝i も
fl こ
t れ
しに

な
ら

表
側

一階
は

「
戯
場
訓
蒙
図

二
附
は
海
臥
壁
に
与
力
窓
を
設
け
た。

表
の
い
崎
似
に
は
ん
日
許
の
証
し
円
で
あ
る
栴
を
あ
げ
、

附
部
分
仁
は

仙
川
ド
川
枚
を
は
じ
め
多
く
の
看
板
を
か
か
げ
て
い
た

。

8

採
光

当
時
は
、
ほ
と
ん
ど
を
れ
然
保
光
に
頼っ
た
。

補
助
と
し
て
ロ

ウ
ソ
ク
な
、
ど
を
佐
則
し
た
が
、
防
火
上
、
使
い
方
は
厳
し
く
制
限

さ
れ
て
い
た
よ
う
て
あ
る
。

主
な
保
光
は
棋
敷
上
の
窓
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

こ
こ

に
障
子

と
板
戸
を
は
め
、
演
技
の
進
行
に
あ
わ
せ
て
、
障
子
に
し
て
明
る

く
し
た
り
、
板
戸
に
し
て
暗
く
し
た
り
し
た。
こ

の
作
業
を
す
る

念
品
ル
』J
U
d九

人
を
「
窓
番
」
と
い
っ
た。

舞
台
ま
わ
り
は
、
明
り
を
調
節
で
き
る

e
u
，
F、
‘
「
，
A
み
し
と

無
双
窓
と
し
た
。

こ

の
作
業
を
終
え
て

文
化
・

文
政
期
の
市
村
座
復
元
を
試
み
る
に
あ
た
り
、
我
々
は

各
所
に
資
料
を
も
と
め

、

各
地
に
古
い
劇
場
を
訪
ね
歩
い
た。
そ

し
て
、
あ
ち
こ

ち
で
演
劇
文
化
の
維
持
、
発
展
に
力
を
注
い
て
い

る
人
々
の
情
熱
に
遭
遇
す
るこ
と
に
な
っ
た
。
福
岡
県
飯
塚
市
の

嘉
穂
劇
場
は
、
た
っ
た
一
人
の
女
性
に
よ
っ
て
そ
の
灯
が
守
ら
れ

て
い
る
し

、

岐
阜
県
に
散
在
す
る
農
村
舞
台
に
して
も
、

地
元
の

勺

ニ
う
は
り
ょ
う
こ
や

ぐ
み

亀
甲
梁
と

い
う

一
種
の
洋
小
屋
組
が
考
案
さ
れ
る
の
は
安
政
年

間
（
一
八
五
四
i

一
八
五
九
）の
こ
と
で
あ
り
、
当

時
は
ま
だ
和
十

ゃ
く

み

屋
組
で
あ
る
。

屋
根
の
重
き
は
す
べ
て
小
屋
梁
に
か
か
る
の
で
、

こ
机
を
梁
の
太
き
で
カ
バ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

。
元文
期
（
一

七
三
六
1

一
七
四
O
）
の
錦
絵
に
見
る
よ
う
に

当
初
は
梁
の
中
間

に
支
柱
を
立
て
て
い
た
が
、
文
化
期
に
は
す
で
に
そ
れ
は
な
い
。

市
村
座
の
控
櫓
で
あ
る
桐座
で
和
民
一
尺

五
寸
（約
0
・

四
五
幻
）の
梁
が
中
は
ど
よ
り
折
れ

、

多
数
の
怪
我

史
料
に

、

文
化
年
問

、

人
を
出
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
建
て

替
え

毎
に
、
小
屋

梁
の
調
達
に

は
苦
心
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は

、

屋
根
の
荷
重
を
な
る
べ
く
梁
の
端
部
に
か
け
る
よ

に

L

山
今
ぽり
き

り

さ
す
｝

i
ム

う

二
重
梁
切
叉
首
相
加
と
し
、

梁
間
を
短
く
す
る
た
め
附和をか
ま

ほ
お
ヴ
え

せ
た
頬
杖
を
設
け
た
。

な
お
、
棟
高
は
「
戯
場
年
表
レ
に
よ
れ
ば
一
一
丈九
パ
五
寸
（約
八
・

九
四
灯
）
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
断
面
を

検
討
す
る
と

、

内
法
寸

~~ 
，，ー

ぞ
与…

1) 

i隠

人
々
の
花
々
な
ら
叫
努
力
が
あ
っ
た
れ
ば

こ

そ

、
こ

れ
ま
で
保
持

さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
そ
の
短
い
生
涯
を
「
日
本
劇

場
史
の
研
究
」
に
集
約
し
た
須
田
敦
夫
氏
の
存
在
な
ど
、
わ
が
国

の
演
劇
文
化
に
こ

め
ら
れ
た
情
念
の
重
さ
に
我
々
は
感
動
し
た
。

か
つ
て
江
戸
の
劇
場
が
地
方
に
伝
婚
し
、
そ
の
伝
統
が
現
代
に

ま
で
流
れ
て
い
る
こ
t

に
感
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
は
単

に
古
い
建
物
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
で
は
な
く、

ま
さ
に
演
劇
文

化
の
層
の
厚
さ
、
そ
し
て
演
劇
に
注
が
れ
た
人
々
のェ
、
不
ルギ
ー

に
対
す
る
驚
嘆
の
念
で
あ
る
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
建
物
の

復
元
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
市
村
座
に
具
現
さ
れ
た
演
劇
文
化
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。

復
元
図
作
成
に
あ
た
り
、

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
の
菊
池
明
氏

、

林
京
平

氏
を

は
じ

め
、

日
本
大
学
・
佐
藤
孝
義
教授
、
中
部
工
業
大
学
・
竹
内
芳
太
郎

名
誉
教
授
、
歌
舞
伎
座
・

竹
柴
金
作
氏
な
ど
多
く
の
方
々
に
ご
教
示
賜
っ
た

。

厚
く

御
礼
申
し
上げ
た
い
。
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